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原子力発電所における現場作業の効率化や各種データ計測の低コスト化などの課題には無線技術が有効

であるが、設備への電磁ノイズ影響及び情報セキュリティの対策が必要である。そこで電波強度を抑え、

高セキュリティ通信を行う無線システムを試作し、火力発電所で模擬試験を行って通信性能を検証した。 
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1. 緒言 

発電所内で無線技術を活用できれば、モバイル端末による保守点検等の現場作業の効率化[1]、作業管理

や安全管理のオンライン化の課題を解決できる。またワイヤレスセンサで設備監視や診断用データを低コ

ストで計測可能となる。そこで原子力発電所での適用時に必要となる電磁ノイズ及び情報セキュリティへ

の対策として、電波強度を制御して不要な場所への電波伝搬の抑制と、無線機器の認証、伝送データの暗

号化と改ざん検知を行うセキュリティ無線通信システムを開発している。ここでは原子力発電所の模擬環

境として運転中の火力発電所でフィールド試験を行い、モバイル端末適用時の通信性能を検証した。特に

通信速度は電波強度やセキュリティとトレードオフの関係にあるため、通信性能のうち通信速度について

試験を行った。 

2. フィールド試験 

発電設備に関する画像付き点検シート（電子化データ）

を無線伝送する想定とした。試験では発電設備の対象計器

を中心として 5～10m 離れたところに無線アクセスポイン

トを 3～4 つ配置して通信エリアを設定し、各種の画像付き

点検シートを想定した異なる容量のデータを伝送して通信

速度を確認した。通信規格は IEEE.802.11ac、周波数 5GHz

であり、通信時に認証、データの暗号化及び改ざん検知を

行っている。通信速度の測定結果を図１に示す。通信速度

は平均値で約 3.9Mbps となることが確認できた。 

3. 結論 

原子力発電所の模擬環境においてフィールド試験を行い、約 3.9Mbps の通信速度を検証した。典型的な

画像付き点検シート（28MB 未満）に対し、現場作業員が不便さを感じないとして目標設定した 60 秒以内

で伝送できる見込みである。引き続き、原子力施設での試験検証に向けて検討を進める。 
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図１ 通信速度の測定結果 
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